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要　旨

　地球環境問題やエネルギー資源問題を背景として持続可能な社会の構築が求められており、これには
教育が重要であるとされている。八戸工業大学は出張講義や体験学習などを通して以前から地域におけ
るエネルギー・環境教育の支援活動を実施しており、本稿ではこれらの活動の一環として実施された、
平成 29 年度野辺地町エネルギー・環境教育実践事業について報告する。
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ABSTRACT

　　Hachinohe Institute of Technology is supporting energy and environment education in a local 
community for a long time. The way of the support holds teaching materials making, delivery 
lecturing, an excursion and symposium hosting. In this paper, Noheji Town practical education 
project for energy and environment conducted in cooperation with Noheji Town in 2017FY is 
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1. はじめに

　地球環境問題やエネルギー資源問題を背景として持続
可能な社会の構築が求められており、これには教育（持
続可能な開発のための教育と呼ばれる）が重要であると
されている。八戸工業大学は出張講義や体験学習などを
通して以前から地域におけるエネルギー・環境教育の支
援活動を実施しており、代表的な活動としては、平成
14 年度に選定を受けた「エネルギー環境教育地域拠点
大学」を前身として平成 22 年度まで続いた経済産業省
資源エネルギー庁の委託事業「エネルギー教育調査普及
事業」におけるエネルギー教育推進会議が挙げられる。
エネルギー教育推進会議において八戸工業大学は北海道
大学と共に「北海道・東北地区エネルギー教育推進会議」
として、エネルギー環境教育に関する教材作成や出前授
業・体験学習の実施、見学会やシンポジウムの開催など、
地域におけるエネルギー環境教育の普及活動に努めた。
そして、事業終了後は平成 20 年度に立ち上げた八戸工
業大学エネルギー環境教育協議会として活動を継続して
いる１）。
　本稿ではこれらの活動の一環として野辺地町と協力し
て実施した平成 29 年度野辺地町エネルギー・環境教育
実践事業の報告を行う。

2. 野辺地町エネルギー・環境教育実践事業

　野辺地町エネルギー・環境教育実践事業１）は、「次世
代を担う子どもたちに対しエネルギーや環境問題につい
て理解を深める機会を設け、子どもたち自らが率先しこ
れらの問題に取り組んでいくこと（行動）を期待し、こ
の行動を家庭や地域への広がりにつなげ、野辺地町全体
でエネルギー・環境問題に取り組んでいくこと」を目的
として平成 21 年度から実施されており、平成 29 年度は
9 月 12 日に実施された。事業の対象は野辺地町の全小
学 5年生であり、会場は野辺地小学校と若葉小学校の 2
校である。なお、若葉小学校での実施の際には馬門小学
校の児童も参加している。体験学習の講師は八戸工業大
学の教員 2名および大学院生 2名、学部生 7名であり、
体験学習のテーマは次に説明する 4テーマ、1テーマ当
たり 20 分で児童は各ブースをローテーションして実験
を行った。なお、体験学習のテーマに関しては平成 29
年度の事業実施に当たり「平成 29 年度エネルギーに関
する教育支援事業補助金」を活用したこともあり、従来
実施していた環境教育（水質検査）のテーマを削除し、
エネルギー教育の一環として放射線に関するテーマを新
設している。

3. 体験学習のテーマ

3.1 超伝導――新しい省エネ技術――
　世の中を便利にする先端技術ということでリニアモー
ターカーにも利用されている超伝導現象について学ぶ
テーマである。実験内容としては、導入として液体窒素
を使った食品の凍結実験、超伝導材料を使った磁気浮上
の実験、超伝導材料は使っていないものの、磁気浮上式
リニアモーターカーの模型である（株）タカラトミーの
リニアライナーを使った演示を行っている（写真１）。
　なお、平成 28 年度には電気電子システム学科のヱヂ
ソン倶楽部にて別途リニアモーター教材を試作していた
が２）、平成 29 年度の本事業の実施時には完成に至らず
利用していない。

3.2 放射線を見てみよう
　青森県は原子力発電所をはじめとして、原子燃料サイ
クル関連施設、核融合に関する研究所も立地しており、
これらにまつわる放射線の性質を学ぶ意義は大きい。ま
た、昨年度の事業実施後の野辺地町の小学校教員へのア
ンケートの回答に放射線教育に関する要望もあったこと
から新設したテーマである。今回は小学 5年生が対象と
なるため、放射線の特徴について学べるよう 2つの教材
を用意した。
　１つは、放射線というものがあることを目で確認する
ことができる（株）ヤガミのペルチェ素子霧箱CD-P2 で
ある。霧箱の冷却にはドライアイスが用いられることも
あるが、この装置はペルチェ素子を利用して冷却を行う
ため、ドライアイスの準備が不要であり便利である。
　もう１つは写真 2の中央に見える新規に開発した装
置で、中心部分に放射線源をおき、放射線測定器である
ガンマスカウトを使い、放射線の距離による減衰および
鉛板等の遮へい物による放射線の遮へいについて学べる
ようにした教材となっている。

写真 1　超伝導の実験
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3.3 人力発電で電気を作ろう―電球の省エネルギー―
　従来から環境・エネルギー関連イベントで使用してい
るエアロバイクに風力発電機用の発電機を搭載した人力
発電機で発電し、白熱電球と省エネルギー型電球であ
る LED電球の負荷の違いから電球の省エネルギー性能
を知るとともに電気を作ることの大変さ、大事さを学ぶ
テーマとなっている。

3.4 ペットボトル風力発電機をつくろう
　昨年度は「電気の作り方、使い方」ということでペッ
トボトル風力発電と電気自動車に関する実験テーマで
あったが、工作に十分時間を使えるように配慮するため、
今年度は電気の使い方に関しては前述の省エネルギーに
関する実験で扱っているとして、ペットボトル風力発電
のみのテーマに変更している。なお、ペットボトル風力
発電機の発電機は五所川原市にあるサイキット（株）の
夢風車 2を用いており、風車部分はペットボトルをはさ
みで加工して製作し、マジックで色塗りをしてもらって
いる。風車を回転させると回転混色を見られるが、これ
に気づき教えてくれる児童もいる。

4. 学習シートの準備

　体験した実験についてその場でメモすることができる
よう、昨年度から学習シートを用意しているが、シート
への記入時間の確保に課題があったため、今年度は図 1
のように選択方式など簡単にメモができるように配慮し
た。

5. 実施後アンケート調査の結果

　事業実施後、各小学校において事業に参加した児童に
アンケート調査を実施していただいている。質問事項は
次の 6問であり、質問 5と質問 6が昨年度までの質問 1

と 2に相当している。
質問₁：「放射線を見てみよう」について、理解するこ

とができましたか？
質問₂：「超伝導」について、理解することができまし

たか？
質問₃：「人力発電で電気を作ろう」について、理解す

ることができましたか？
質問₄：「ペットボトル風力発電機をつくろう」について、

理解することができましたか？
質問₅：何のテーマに一番、興味を持ちましたか？

※一番興味を持ったテーマの理由を書いてくださ
い。

質問₆：今日、「学んだこと」「感じたこと」を書いて
ください。どんなことでもよいです。思ったこ
とを書きましょう！

　まず、質問 1から質問 4の集計結果を図 2 ～ 5に示す。
  
  

写真 2　放射線の実験

図 1　学習シート
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図 2　質問 1『「放射線を見てみよう」について、理解す
ることができましたか？』のアンケート結果

図 3　質問 2『「超伝導」について、理解することができ
ましたか？』のアンケート結果

図 4　質問 3『「人力発電で電気を作ろう」について、理
解することができましたか？』のアンケート結果

図 5　質問 4『「ペットボトル風力発電機をつくろう」に
ついて、理解することができましたか？』のアン
ケート結果

　以上の結果を見ると、放射線の実験以外はほぼすべて
の児童が実験を理解できたと答えていることがわかる。
一方、放射線の実験に関しては約 2割の児童が理解がで
きなかった、あるいはどちらでもないと回答している。
これは実施時に霧箱で放射線の軌跡を見ることができ
なかった児童が数名いたことが理由の一つであると思わ
れる。また、感想文の中には放射線の測定結果の記録ば
かりで遊びが少なかったと書いてくれた児童もいた（逆
に理科の実験みたいで興味を持てたという児童もいた）。
霧箱で放射線の軌跡を見ることができなかったことにつ
いては、放射線の軌跡の写真を見せ、どういうものかを
知っておいてもらって見つけやすくしたり、のぞき窓の
結露も課題であったので周辺の温度調節を工夫するなど

の改善が必要である。また、遊びを含ませることについ
ては、放射線源からの距離と放射線数の関係を示す際に
ボードにシールを貼ってもらうなど、視覚的にわかりや
すく、かつ、児童が積極的に参加できる工夫をすること
で解決できると思われる。
　次に、質問 5（昨年度までの質問 1）のアンケート結
果を表 1に、質問 6（昨年度までの質問 2）の回答文で
挙げられた実験テーマ数を表 2に示す。また、これらを
グラフにしたものを図 6、図 7に示す。なお、平成 27
年度に関してはアンケート結果が手元になかったため空
欄としている。また、質問 6に関しては回答に複数の実
験テーマ名が挙げられていれば、その分だけ数えている。
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　表 1、表 2、図 6、図 7を見ると、6 割近い児童が一
番興味をもったテーマとして超伝導の実験を挙げている
ことがわかる。感想文を読むと、今年度もリニアモーター
カーのおもちゃと超伝導体の磁気浮上の不思議さが興味
を引いていることがわかる。新規テーマである放射線の
実験を一番興味を持ったと挙げた児童は少なかったが、
学んだこと、感じたこととして放射線の実験について触
れる児童もおり、感想文を読むと普段見ることができな
いものを見ることができて楽しかったという記述もある
ため、この回答を活かして改善を行いたい。

6. おわりに

　以上、平成 29 年度野辺地町エネルギー・環境教育実
践事業について、実施内容及び実施後のアンケート結果
の報告を行った。
　今年度はエネルギーに関するテーマを中心に実施し、
学習シートも簡易な内容へと変更した。実施後の児童の
アンケート結果を見ると内容をおおむね理解してもらえ
ており、児童の印象にも残っていることがわかった。学
習シートは昨年度の学校の先生方のアンケート結果の意
見を基に簡易形式にしたが、事後学習のために活用でき
るような欄が欲しいとの意見が出されていたため、再度
改善していく必要がある。
　次年度の事業における実験テーマは今年度と同様の

表 1　質問 5『何のテーマに一番、興味を持ちましたか？』
のアンケート結果

表 2　質問 6『今日、「学んだこと」「感じたこと」を書
いてください。』のアンケート結果

単位：［人］
年度

テーマ
23 24 25 26 28 29

放射線 6

超伝導
（27年度まで液体窒素の実験）

87 58 73 44 50 50

水質検査
（28 年度で終了）

6 24 3 25 25

省エネルギー
（28 年度は今昔の灯り）

4 11 15 15 7 14

電気自動車のしくみ
（28 年度は風力発電と合同）

7 11 20 6

ペットボトル風力発電 3 13 6 6 18 17

単位：［人］
年度

テーマ
23 24 25 26 28 29

放射線 22

超伝導
（27年度まで液体窒素の実験）

64 46 58 41 54 41

水質検査
（28 年度で終了）

22 56 23 31 40

省エネルギー
（28 年度は今昔の灯り）

41 69 54 52 42 46

電気自動車のしくみ
（28 年度は風力発電と合同）

43 37 38 19

ペットボトル風力発電 33 36 33 17 32 20

図 6　質問 5『何のテーマに一番、興味を持ちましたか？』
のアンケート結果

図 7　質問 6『今日、「学んだこと」「感じたこと」を書
いてください。』のアンケート結果
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テーマを実施予定であるが、放射線の実験に関しては身
の回りの放射線の調査実験に内容を変更し、内容を簡単
なものにしたい。また、超伝導の実験は、リニアモーター
カーの原理がよりよく理解できるような教材の改良もし
くは開発を行いたい。風力発電の実験は、製作可能な風
車のバリエーションを増やし、もう少し自由度が高い工
作ができるよう改善したい。省エネルギーに関する実験
はおおむね完成された教材となっているが、より多くの
電力を発電するためには発電機の高出力化が必要となる
ので、状況を見て改良したい。
　本事業への協力をはじめとした地域におけるエネル
ギー・環境教育の普及活動は 10 年以上続く八戸工業大
学の取組みであるので、今後も地域の特長を活かした教
材開発及び体験学習会の実施などを継続・発展させてい

きたい。
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